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児
童
相
談
所
へ
の
相
談
件
数

は
毎
年
増
え
続
け
、
児
童
虐
待

死
な
ど
悲
し
い
事
態
が
起
き
て

い
る
。

　

今
国
会
で
、
児
童
虐
待
防
止

法
な
ど
の
改
正
案
が
論
議
さ
れ

て
い
る
。

 

未
就
学
児
の
虐
待
が
増
え

て
い
る
が
現
況
は
。

 

住
民
こ
ど
も
部
長　

14
件
。

 

児
童
生
徒
の
相
談
件
数
は
。

 

16
件
。

 

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
の
内
容
、
現
況
。

 

緊
急
性
が
あ
り
対
応
が
必

要
な
ケ
ー
ス
検
討
会
議
、
月

１
回
の
要
保
護
児
童
の
状
況

把
握
と
今
後
の
方
針
検
討
す

る
実
務
者
会
議
、
年
１
回
関

係
機
関
の
年
間
報
告
を
す
る

代
表
者
会
議
が
あ
る
。

　
　

22
家
庭
49
人
を
見
守
っ
て

い
る
。

 

保
育
園
・
学
校
・
児
相
な

ど
各
関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
強
化
で
児
童
虐
待
防

止
を
。

 

西
三
河
福
祉
児
童
相
談
セ

ン
タ
ー
な
ど
体
制
を
強
化
。

 

教
育
長
の
見
解
は
。

 

教
育
長　

子
ど
も
の
安
全

が
保
障
さ
れ
る
ま
で
連
携
。

 

「
１イ

チ

８ハ
ヤ

９ク

」
の
周
知
を
。

 

住
民
こ
ど
も
部
長　

昨
年

11
月
、
広
報
、
赤
ち
ゃ
ん
ガ

イ
ド
に
掲
載
。
今
後
も
ポ
ス

タ
ー
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
で
啓

発
す
る
。

 
「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

拠
点
」
の
設
置
を
。

 

近
隣
の
動
向
を
ふ
ま
え
研

究
を
進
め
る
。

　

昨
年
は
、
全
国
的
に
幅
広
い

範
囲
で
、
土
砂
崩
れ
や
河
川
の

氾
濫
が
相
次
ぎ
甚
大
な
被
害
が

あ
っ
た
。

　

平
成
20
年
８
月
末
豪
雨
で
、

赤
川
・
広
田
川
合
流
地
点
の
堤

防
が
決
壊
し
、
農
地
や
道
路
、

家
屋
に
被
害
が
あ
っ
た
。
抜
本

的
な
治
水
対
策
が
待
た
れ
る
。

 

広
田
川
改
修
の
進
捗
は
。

 

建
設
部
長　

砂
川
合
流
点

ま
で
整
備
が
完
了
し
上
流
へ

進
め
て
い
る
。

 

地
権
者
と
の
話
し
合
い
の

現
況
は
。

 

地
権
者
全
員
か
ら
同
意
書

を
と
り
ま
と
め
た
。

 

協
議
会
で
聞
い
た
菱
池
遊

水
地
の
経
緯
・
結
果
は
。

 

早
期
実
現
に
向
け
国
に
支

援
を
要
望
し
た
。
対
応
で
き

る
こ
と
は
実
施
し
て
い
く
。

 

菱
池
遊
水
地
の
早
期
整
備

を
。

 

町
長　

侵
水
被
害
の
心
配

が
絶
え
ず
、
災
害
対
応
は
重

要
。

　
　

県
に
積
極
的
に
要
望
を
行

な
い
、
早
期
完
成
を
進
め
た

い
。

 

住
宅
街
へ
の
車
の
進
入
を

防
ぐ
た
め
に
も
、
野
場
横
落

線
の
早
期
整
備
を
。

 

建
設
部
長　

県
道
幸
田
石

井
線
に
取
り
付
け
工
事
を
実

施
し
年
度
末
供
用
す
る
。
広

田
川
と
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
と
の

交
差
は
、
西
側
区
間
の
整
備

に
合
わ
せ
協
議
を
始
め
る
な

ど
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
に
注
意
喚
起
す

る
。
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出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
の
改
正
に
よ
り
、
我
が
町
に

お
い
て
も
他
国
の
人
（
外
国
籍

の
町
民
）
の
増
加
が
予
測
さ
れ

る
。

　

町
民
の
国
際
感
覚
を
養
う

チ
ャ
ン
ス
と
思
う
が
、
町
の
対

策
を
問
う
。

 

他
国
の
人
の
人
口
の
現
状

と
今
後
の
傾
向
は
。

 

企
画
部
長　

１
２
９
５
人

で
、
過
去
最
高
で
あ
り
、
今

後
も
増
加
し
て
い
く
傾
向
で

あ
る
。

 

他
国
の
人
を
雇
っ
て
い
る

企
業
数
と
人
数
は
。

 

町
内
で
は
５
社
で
、
雇
用

状
況
の
詳
細
は
把
握
し
て
い

な
い
。

 

他
国
の
人
へ
の
対
応
策
は
。

 

外
国
人
が
住
み
や
す
い
環

境
を
整
え
る
こ
と
で
あ
る
。

 

多
文
化
共
生
策
は
。

 

国
籍
、
民
族
な
ど
異
な
る

人
々
が
互
い
の
文
化
的
違
い

を
認
め
合
う
こ
と
で
あ
る
。

 

国
際
化
推
進
委
員
会
の
活

動
状
況
は
。

 

生
活
環
境
の
整
備
、
教
育
、

多
言
語
、
情
報
提
供
な
ど
で

あ
る
。

 

多
文
化
共
生
の
施
設
と
し

て
、
カ
フ
ェ
を
飲
み
な
が
ら
、

気
軽
に
交
流
で
き
る
国
際
交

流
会
館
の
設
置
を
。

 

町
長　

複
合
的
な
施
設
の

中
で
検
討
し
て
い
く
。

 　

今
後
、
介
護
を
必
要
と
す
る

人
が
増
え
る
と
予
測
さ
れ
る
。

　

介
護
制
度
の
現
状
と
今
後
の

あ
り
方
を
問
う
。

 

要
支
援
・
要
介
護
認
定
者

の
人
数
は
。

 

健
康
福
祉
部
長　

要
支
援

者
３
３
８
人
、
要
介
護
者
８

　

２
４
人
で
あ
る
。

 

在
宅
介
護
者
の
人
数
は
。

今
後
更
に
増
加
す
る
と
予
測

さ
れ
る
が
、
考
え
は
。

 

９
７
３
人
。

　
　

認
定
者
の
増
加
、
人
材
不

足
で
必
要
性
が
増
し
て
く
る
。

 

介
護
に
関
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
動
状
況
は
。

 

歌
、
マ
ジ
ッ
ク
、
ゲ
ー
ム
、

草
刈
り
な
ど
、
多
種
に
わ

た
っ
て
い
る
。

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
は
。

 

介
護
予
防
を
進
め
て
い
く

上
で
の
、
支
援
活
動
で
あ
る
。

 

東
京
都
稲
城
市
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
の
内
容
は
。

 

高
齢
者
が
社
会
活
動
に
参

加
し
、
評
価
と
し
て
交
付
金

を
与
え
る
制
度
で
あ
る
。

 

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

の
導
入
を
。

 

制
度
の
有
効
性
を
検
討
し
、

導
入
を
考
え
て
い
く
。

 

地
域
住
民
の
役
割
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
制
度
化
し
、
継
続

可
能
な
組
織
の
構
築
を
。

 

介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み

を
提
案
し
努
め
て
い
く
。


